
 
 

 

 

２０２１年９月８日 
東京臨海 RC     【第 1２１３回例会】 

東京臨海北斗 RSC 【第２２回例会】 

 
「 イニシエーションスピーチ 」 

東京臨海 RC会員    菅澤卓也様 

東京臨海北斗 RSC会員 樋口義之様 

 

 

「 イニシエーションスピーチ 」 

東京臨海 RC会員    山田政弘様 

東京臨海北斗 RSC会員 小林 誠様 

 

 

 

９月８日の卓話 ９月２９日の卓話 

 ≪2021 年 9 月 1 日オンライン例会報告≫ 

 東京臨海 RC 第 1212 回  

 東京臨海北斗 RSC 第 21 回  

司会：金城会員 

 
■点鐘：東京臨海 RC佐藤大輔会長 

    東京臨海北斗 RSC坂本康朋議長 

■国歌斉唱「君が代」 

：ソングリーダー：今井会員 

■ロータリーソング斉唱「奉仕の理想」 

■「四つのテスト」斉唱（歌） 

■「ロータリーの目的」東京臨海 RCVer.唱和 

：杉浦副会長 

■来賓・ゲストスピーカー紹介：佐藤大輔会長 

 ゲストスピーカー 秋田將宏様 

 ゲストスピーカー 倉田朋広様 

■ビジター紹介：岩楯会員 

 本日は、いらっしゃいませんでした。 

 
■9月のお祝い：篠塚親睦委員長 

◆会員誕生日   

臨海 RC：大澤成美会員、斉藤実会員、村社研太郎会員、 

高吉泰尋会員、金城健二会員、立花純会員 

北斗 RSC：見浪大介会員 

◆奥様誕生日 

臨海 RC：今井博会員夫人、尾身治彦会員夫人、 

杉浦孝浩会員夫人、寺田雄司会員夫人、 

小松啓祐会員夫人 

北斗 RSC：小田桐信悦会員夫人 

◆結婚記念日               

臨海 RC：高吉泰尋会員、福田義正会員 

北斗 RSC：寺田千春会員 
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◆出席１００％                 

27年：斉藤実会員 

24年：須藤宗之助会員 

 1年：今井博会員、金城健二会員 

 
◆「誕生日の歌」：ソングリーダー：今井副委員長 

◆１分間スピーチ：村社研太郎会員 

 
■会長報告：佐藤大輔会長 

・入会式 

東京臨海 RC新会員：吉成大樹(よしなり だいじゅ)様 

①職業分類：パーソナルトレーナー業 

②推薦者：虻川良太郎会員・金城健二会員 

 ③カウンセラー：尾身治彦会員 

④所属委員会：親睦活動委員会 

・第 2580 地区若林ガバナーより、「佐賀・長崎豪雨災

害支援金のお願い」と、「広島豪雨災害支援金 

 のお願い」が届きました。 

■幹事報告：勝間田幹事 

・定款・細則・内規と前年度決算報告書を 8 月 27 日、

会員皆様へメール送信いたしました。 

・「入会 5 年～10 年程度の方々に向けたワークショッ

プ」は、9月 9日 15：30-18：00、ZOOMにて開催され

ます。登録締切が当日までに延長になりました。ま

た、登録料は 1クラブ＝1,000円ですので、クラブ負

担といたします。参加される方は、事務局にお申込

みください。 

・9月の定例理事役員会は、本日 2時から、3階「松桐

の間」にて開催いたします。 

 
 

 

■委員会報告 

・ＳＡＡ委員会（井上委員長） 

本日、会場に出席されている会員皆様は、メールボ

ックスの書類を持ち帰るようにお願い致します。 

・プログラム担当（田中委員長） 

ロータリーの友 9月号紹介。 

■出席状況報告：岩楯会員 

東京臨海 RC 

 会員数：58名 

出 席：36名（例会場：31名 ZOOM：5名） 

欠 席：22名 

 出席率 65.45％ 

東京臨海北斗 RSC 

 会員数：22名  

出席：5名（例会場：1名 ZOOM：4名） 

欠席：17名  

出席率 22.73％ 

■ニコニコ BOX報告 

ニコニコボックスの募金は、行いませんでした。 

 
■卓話  

 「イニシエーションスピーチ」 

◇東京臨海ＲＣ会員 秋田將宏様 

 本日はこのような機会をいただきまして誠にありが

とうございます。 

幸せなことではあるのですが、普通の家に普通に育ち

まして、残念ながらおもしろおかしい話も皆目もって

おりませんので少々退屈かもしれませんが、私の人と

なりを少しでもご理解いただき、今後皆さまに何か話

しかけていただけるようなきっかけになる情報が一つ

でもあれば幸いです。 

現在私は、一之江駅前にあります、財成という、管理を

メインとした総合不動産業を営んでおります。当社の

カエルのキャラクター看板を、知っていただいている

方もいらっしゃるかと思いますが、「住みかえる、買い

かえる、建てかえる」ということで、カエルなのです

が、よく言われるのが、サンリオの「けろっぴ」と似て

るよねということです。冒頭はっきり申し上げておき

ますが、「けろっぴ」ではありません。よく見ていただ

くと口の形に丸みがあるのと、チューリップを持って、

お腹に財成の Z の字がありますので、あれは紛れもな

く「けろっぴ」ではなく『Ｚちゃん』ということでお願

いします。当時の社員公募で決まったデザインで、意

匠登録もしておりまして、定かではありませんが、先

代曰くサンリオさんのほうが後だという話ではありま

した。 

入社して 6年で、代表者としては 3年目になりました。

ここにいる諸先輩方と比べたらまだまだ駆け出しの私

ですが、異色かもしれない点は、サラリーマン期間が

長い点と、創業者の義理の息子として継いでいるとこ

ろかなと思います。 

現在は４８歳で、妻と高２小５の息子ふたりの４人家

族です。高２の長男は、立教中学でラグビーをやった

あと、現在留学中です。小５の次男は、サッカーに熱中

【0 件 0 円 今年度累計 193,000 円】 
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してきましたが、中学受験を目指してます。住まいは、

港区東麻布ですが、住所イメージとは異なるおしゃれ

とは程遠い「古い」木造戸建てをローンも組んで購入

しリフォームして、大事に住んでいます。最近となり

のボロアパートを会社で買いまして、あと角の駐車場

を押さえたら一団の土地になります。自宅を使いなが

ら地上げ中でございます。 

生まれは、大阪です。ルーツである祖父は、石川県の米

農家から丁稚奉公で京都に出てきて、呉服屋を独立開

業して株式会社にしたようです。父はそこで生まれま

したが稼業の呉服屋は継がずに、早稲田大学を出て三

菱商事でサラリーマン人生を全うしました。ゴルフが

大好きな父でシングルプレーヤーでしたが、２年前に

他界するまで、何度もゴルフに誘われましたが、数え

るほどしか一緒にゴルフに行けず、今頃やり始めてる

自分に少し後悔しています。母も兵庫県西宮市と関西

出身でして、親戚は関西方面にしかおりません。秋田

家の墓も京都の清水寺の下あたりにあります。父が転

勤族だったため引越しの多い子供時代でした。兵庫県

西宮市に５年、京都に１年、広島に２年。小 3 から初

めて関東、横浜に出てきまして、社会人になるまで横

浜にずっと住んでいました。まじめに勉強とサッカー

に打ち込む少年としてそのまま高校まで行きまして、

神奈川県の公立で 2 番の進学校に入り、やっとではあ

りましたが 1 浪して父と同じ早稲田大学商学部に入り

ました。大学では、まじめの反動なのか、キャラクター

が変わりまして、「ロン毛茶髪でサーフィン」するとい

う典型的な大学デビューを果たしまして、飲み会ナン

パ三昧のチャラさ全開で楽しく遊び過ぎまして、高校

時代の仲間からはあいつおかしくなったと揶揄されて

いたようです。 

就職はその分苦労しました。遊び過ぎて勉強しない結

果、就職氷河期でもありましたが、皆が嫌がる証券会

社しか内定がとれませんでした。大和証券という会社

に入り、父親からは株屋か、と言われあまり褒められ

ませんでした。最初の配属が大和証券静岡支店でした。

１年目でお客様がいないので新規開拓１本で、当時山

一證券、北拓銀行破綻と下げ相場で株を営業するとい

う困難な証券人生の始まりでした。高額納税者リスト

をボンと渡されて一日 100本近く電話して、ほぼ 100％

見込み客にあたらない、それどころか「二度とかけて

くるな」とか、「株なんかやるわけないだろ、何回言え

ばわかるんだ」とか怒られっぱなしの日々でした。 

株式投資ができる余裕があるのは、大体は中小企業経

営者とか、医者とかです。とにかく企業の社長に会い

たくて会いたくてしょうがない、日々でした。ところ

が驚くことにこのクラブには社長か代表者しかいない、

昔の私からすればよだれが出る状態です。立場が変わ

れば本当に変わるもので驚いています。 

その当時、今の自分の指針を形成する出来事がありま

した。なかなかお会いできない社長の会社に訪問した

時に、たまたま打合せ終わりなのか、社長が社長室か

ら銀行の営業マンを送りに出しているところに遭遇し

て、チャンスと思い元気よく挨拶したとき、その社長

がその銀行営業マンに「同じ金融でも証券会社だとあ

んな仕事させられんだぞ」みたいことを聞こえるよう

に言いました。日々プライドがずたずたにされている

中に追い打ちをかけて大きなショックを受け、悔しく

て悔しくてしょうがない出来事でした。なんで同じ金

融でこんなに違うのか、その時に「絶対に『あっち側』、

つまり大きかろうが小さかろうが『経営者側』に自分

は絶対行く！株を売る方のトップではなく、買う方の

立場になる。」と心に誓いました。 

こんなこともありました。デフレで株価が上がらない

中で株を売り続けるという大変酷な状況に、少し明る

い兆しが見えたのが、ITバブルの始まりでした。異動

先の千住支店のカウンターにふらっと来店したソフト

バンク系の一般事務社員のごく普通の女性を応対した

のですが、株券入庫をするということで当時 8000万ほ

ど価値があったと記憶していますが、さらっと持ち込

まれ、驚いて、「これは一体どうしてお持ちなのですか」

と聞いたら、「会社でストックオプションをくれたらこ

うなっちゃった。」と言うのです。それで益々IT系企業

への関心が高まり、このままでは波に乗り遅れるとい

う思いがうまれました。当時日経新聞は暗いニュース

も多く面白くないわけで、ただソフトバンクの記事だ

けは何かワクワクさせられるということを思っていま

した。そんな時に、日経日曜版にソフトバンクファイ

ナンスの募集採用記事を見つけまして、自分も IT化の

波に乗っかって早く現金を手にして独立開業して経営

者になりたいという思いで、転職をするに至りました。 

そこからソフトバンクインベストメントグループ、今

の SBI グループで居心地が良く 15 年ほど過ごしまし

た。ホリエモン事件でホワイトナイトで有名になった

北尾社長が SBI グループのトップで、その近くで仕事

をさせてもらいそのダイナミズムに酔いしれながら、

業務をひたすら夜中までこなす日々が毎日続く感じで

した。SBIでの 15年間の前半は、現在の SBI証券に所

属しました。後半は、SBIの不動産事業部の部長という

立場で、不動産ファンドの組成と運用に携わっていま

した。約 3000人の投資家から 100億ほど集め、借入も

合わせて、300億程度を使いながら、全国の賃貸マンシ

ョンに投資をする不動産ファンドの責任者もさせても

らいました。ファンド以外でも海外不動産投資も行い、

ハワイ、ベトナム、中国、カンボジア等への投資の経験

もさせてもらいました。国内外の不動産会社や管理会

社とも付き合いがあったので、今の仕事にもつながる

経験ができたことは運が良かったなと思います。SBIグ

ループでは、私もストックオプションをもらって、い

くつかの会社の取締役とか執行役員も経験させてもら

い卒業しました。ストックオプションで 1 億ぐらいの

現金を作ることが出来ましたが、すべて先代社長であ

る義理の母の指示を仰ぎ、一之江駅前の土地を買わせ

てもらい、10数年前に 6階建てのマンションを建てま

した。 

その後、6年前に財成に入社しましたが、先代が「疲れ

たから会社売却しちゃおうかな」なんて言う話があり

まして、「それであれば私にやらせてください！」とい

うのが、入社した経緯です。ここで大和証券時代に誓

った「経営者側になる」ということを選択したことに
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なります。 

財成は、不動産管理をメインとした総合不動産業でご

ざいまして、大家業半分、その他半分という売上構成

です。管理戸数としては、1200戸程度で、毎月家賃の

5％を原則いただいています。オーナーさんの空室を埋

めるための賃貸仲介と売買仲介の営業、営業系は子会

社の財成リアルティにて行っており、一之江本社と船

堀店と東京駅前店がございます。また一般建築免許も

持っておりまして、管理物件を中心としたメンテナン

ス・リフォームの事業と、また、何度かお話ししました

パーソナルトレーニングジム事業を東京駅で最近始め

ました。社員は、全部で 25 名程です。フィリピンに、

投資用の箱として Zaisei Philippineという現地会社

がありまして、KOBEクリニックというクリニックとい

くつかの区分マンションと、現地建売業者への利益連

動貸付等の投資を行っています。また、地元応援の趣

旨で東京 23FCという江戸川区で活動している、関東リ

ーグのサッカーチームへのスポンサーと、先代の趣味

でもあった FIAF4 というフォーミュラーカーのレース

へのスポンサーも少額ですがやっています。 

財成は、昭和 61年 3月に一之江駅前にて元社長である

義理の母が、管理業をメインとする不動産会社をやり

たいということで創業しました。元会長である義理の

父が、もともと建売事業も別会社で経営していたよう

で、それを横で見るうちに自分でやってみたくなった

のが切掛けだったようです。当初は、今井街道沿いの

一之江と小松川の間で義理の母は開業しようとしたそ

うですが、義理の父が本気でやるならどんなに高くて

も駅前の立地でやりなさいと妻である義理の母に諭し、

現在の本社がある場所のほんの一部を取得することか

ら始まったそうです。そこから交渉の末、隣地を購入

するチャンスを得て、今の本社ビルがあるようです。

一之江駅が出来てどんどん町が成長するタイミングも

良いし、立地も良いということで、当初から管理業務

をメインとしながら、建売事業もこなし会社は成長し

ていったようです。 

私が長女であった妻と結婚後、義理の母から良く聞か

された話がありまして、「バブルの時代に周りが桁違い

に成長していく中、じっと我慢してバブル相場での投

資は一切しなかった、それがあるから今がある」とい

うものです。バブル崩壊後、土地神話に基づいた不動

産投資をしてしまった会社がどんどん倒産に追い込ま

れる中、当社はバブルによる過剰投資をしていない分、

購入する余力があったため良い条件にて徐々に自社の

所有不動産も増やしていくことが出来たようです。ま

た、お客様である地主の皆さまにも、バブル経済の真

っただ中のときは、投資はしないでじっと我慢するよ

うにアドバイスしたようです。バブル崩壊後、数年で

建築費がほぼ半額の状態になったそうです。そのタイ

ミングで、これまで一之江で仲良くしてきた農家の

方々やお客様に一気呵成に賃貸住宅の建設を提案して

進めていくことで、今の当社を支えていただけている

オーナー様たちが生まれることになったようです。無

理な投資を、のべつ幕無しにご提案することなく、本

当にお勧めできるタイミングで建ててもらうことをこ

だわりをもって提案できたことが、今でも感謝の声を

いただけるお客様の存在につながっています。個性も

気も強い女性社長でしたが、「バブルをやっていない」

が口癖で、私が見ていても思いのほか投資には非常に

慎重なスタンスで、女性ならではの慎重な一面もあり

ました。義理の母だけではなく、義理の父も本当に強

いキャラクターの人物でした。普通夫婦ならどちらか

が静かというか大人しくしてバランスが取れているも

のかと思いますが、どちらもプラスとプラスのぶつか

り合いで、言いたいことを言いあう劇場型の激しい夫

婦であり経営者でありその家族でした。その二人に叱

られることもありましたし、大変多くのことを学ばせ

てもらい、感謝しています。まだまだ多くのことを教

えてもらいたかったのですが、ともに 69歳、68歳とい

う若さで数年前に他界してしまい、太く濃い人生を全

うしました。 

組織を代表される皆様であれば、不動産にかかわるこ

とも多いことと思います。資産運用としての不動産投

資について、経験あるかたは当然周知の事実でござい

ますが、これからそんな機会があるかもしれない方に、

先代がよく言ってた言葉を 4 つご紹介したいと思いま

す。 

1つ目「雄鶏ではなく、雌鶏を買いなさい」これは、つ

まり卵を産む鶏でないとだめだ、賃料を生まない不動

産は買うべきではないということです。 

2つ目「まず土地を買ってがんばって 10年で返せ」こ

れは賃貸マンションを土地を買って建てたいというご

希望はたくさんいただきますが、特に今の相場では土

地建物総額で借入をしては、返済がまわりません。も

し地主の方であれば、土地の資金はいらないので建て

ることをお勧めできます。つまり、土地を購入して自

身の事業からの利益も含め返済を頑張って進めて、10

年でその地主の状態になることを目指せば、その後に

建物を建てられるよ、ということです。 

3つ目「隣地が出たら目をつぶって買え」当たり前です

が、隣地まで合わせてプランすることで価値が全然変

わるからですね。皆さまの自宅の隣地がもし売りに出

たら買ったほうがメリットがある可能性が高いです。 

最後 4つ目「買える時が、買い時。」これはなかなか真

理をついていると思っています。今買い時かってよく

聞かれます。あるいは、相場より割安の物件が欲しい

と言われます。そこにこだわって狙っていると時期を

逃します。いい不動産が出てきて、割安でなく相場価

格であっても、その時買うことが出来る余力が自分に

あれば、それが買い時であり、割安だったかどうかは

後で付いてくる話だということです。参考にしてみて

ください。 

さて、このクラブは、櫻田会員のご紹介で入会させて

いただけることになりましたが、本当に感謝しており

まして、一代で事業を築かれた方や現役で事業を営ま

れているかたの比率が高く、とても活気と刺激があっ

て素晴らしいクラブに参加させていただけたと感じて

おります。私は、実は先代から、「余分な事業は何もし

なくていいからね」と釘をさされ継いでおりますが、

来たからには自分でこれをやった、これを伸ばしたと
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いう事業に必ず取り組みたいと思っています。このク

ラブで良い刺激を受けて、学ばせていただき、それを

実現したいと思います。 

また、このクラブの慈善活動を通じて共助の精神をし

っかり学び、社会貢献が出来る人物となれるよう皆さ

まのお力添えをいただきながら努力して参る所存です

のでご指導のほどよろしくお願いします。 

最後に、人生に必要な 3 人の友人は、医者、弁護士、

そして不動産屋とかいいます。その不動産屋として杉

浦副会長に加えて、私ともぜひお友達になっていただ

けたら幸いです。 

ご清聴ありがとうございました。 

 
◇東京臨海北斗ＲＳＣ会員 倉田朋広様 

皆さん、こんにちは。本日はこのようなイニシエーシ

ョンスピーチの機会を頂きまして誠にありがとうござ

います。しばしの間、お付き合いの程よろしくお願い

いたします。 

 改めまして、最近、試しにモデルナの株を買ってみ

たところ、その瞬間から株価が下がり続けている、東

京臨海北斗ロータリー衛星クラブ、倉田 “mRNA” 朋

広でございます。普段は、京葉鈴木グループ、京葉環境

事業協同組合で外国人技能実習生の受入を担当させて

いただいております。 

 私は 1968年６月２日、秋田県で生まれました。当時

の家族構成は、両親、祖父母、数年後には妹が生まれま

した。現在独身です。過去も、おそらく将来も独身で

す。父親は、魚屋でした。勤めておりましたが、私が中

学の時に独立し、小さな店を構えておりました。学歴

は中卒でした。中卒の魚屋です……もしかしたら、皆

様は今「ド根性ガエル」に出てくる鮨屋のような男を

イメージなさったかも知れませんが、あんなにあごは

大きくなかったです。 

 私ですが、まず、保育園には３年間通いました。それ

は、いきなりの人生の絶頂期でした……勿論、あくま

で京葉鈴木グループにお世話になるまでは、というこ

とですが。 

 お遊戯会では３年連続主役を演じました。また、絵

を描くことが他のひとより上手で、卒園記念のパネル

作成時には、保母さん達が上手く描けない部分をすべ

て私が代わりに描きました。とにかく、あらゆるひと

を笑顔にし、あらゆるひとに可愛がられ、あらゆるひ

とを感心させた、素晴らしい時代でした。 

 小学校では、野球をやりたかったのですが、そろば

ん塾に通いました。父が、そろばんで１級を取るのは

すごく難しんいだ、と話していたので、だったら俺が

取ろうか、と始めました。合格するまで、３年生から初

めて４年かかりました。途中で嫌になったのですが、

ここで辞めたら、この先すべて中途半端になる、と考

え直して踏みとどまりました。本当に、この年齢位ま

での私はしっかりしておりました。 

 中学校では、ちょっとした出来事がありました。２

年の夏休みに、読書感想文の提出先を自分で選んで応

募する、という課題がありました。私は、副賞図書券５

万円につられ、原子力発電を考える作文に応募してみ

ました。我ながらキワどいものを選んだものだな、と

思いますが、何も考えていなかったのでしょうね……

今も何も考えておりませんが。 

 すると、当時の科学技術庁長官から優秀賞をいただ

きまして、東京の表彰式に招待されました。強烈な体

験でした。他の受賞者は、中高一貫有名校の学生ばか

りで、垢ぬけてて、見るからにかしこそうなんですね。

「東京の中学生は凄え‼」と衝撃を受けました。それで、

秋田に帰ってからも、しばらく東京の言葉使いを真似

していたころ、ご近所さんから、倉田ん家のせがれは

頭がおかしくなったといわれました。私は、おかしい

のはそっちだろう、と思いました。子供に田植えの手

伝いをさせるんだったら、四谷大塚にでも通わせたら

どうだ、もっともそんなものはこの辺にはないだろう

けどがな、そう思いました。……おそらく、私は、自分

自身も、そのご近所さんのご近所さんであることをす

っかり忘れてしまっていたのだと思います。 

 高校は、実家の近くの、年に数人、東北大学へ進学す

るような、絵にかいたような無名高に行きました。最

近、そこの卒業生がよくテレビに映っております。菅

総理です。だから何なんだと訊かれましても、勿論、何

でもありません。 

 部活は弓道部に少しだけ在籍しておりました。 

女子在籍率が一番高いということで入部しましたが、

なぜかその年の新入女子部員はゼロでしたのですぐに

退部しました。おそらく、射貫きたいのは弓道の的じ

ゃなかったんでしょうね。本当に残念でした。 

 勉強の方は「無名高からの有名大学合格体験記」と

いった本を読んで、勉強の仕方は勉強していたんです

が、肝心の受験勉強の方をうっかり忘れてしまって、

浪人してしまいした。 

 上京してお茶の水の予備校に通ったのですが、予備

校にも選抜試験や合格発表もあるんですね。おおげさ

だな、と思ったのですが、いざ、掲示板の理系で一番上

のクラスの中に自分の番号を見つけたときは、予想に

反してうれしくなりました。きっとその回はバ……で

はなく、あまり優秀でなかった方がたまたま多くいら

っしゃったのかな、と推測いたします。ですが、その時

は、ここから頑張るぞ、という気持ちが沸き上がって

きました。 

 けれども、そんな輝きは、わずか数週間後に消えて

しまいました。 

 実は、上京する前に、父がうつ病を患い、短期間です

が入院しておりました。すでに退院はしていたのです
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が、ここからはよくある話で、どん底の状態よりも少

し立ち直ったときが危険というパターンです。自ら命

を絶ってしまったのです。驚き、悲しみ、不吉な感じ、

様々な感情が沸き起こりましたが、一番大きかったの

は怒りでした。一体、なぜこんなタイミングで、こんな

ことになるんだ！と思いました。 

 マイクタイソンがこんなことをいっています。 

――ひとは誰でも計画を持っている、鼻にパンチを食

らうまでは。 

 私も、運命の鉄槌を顔面に食らって、人生設計が完

全に吹き飛んだようでした。それでも、泣いたりする

ようなこともなく、何事もなかったようにすぐさま日

常に戻りましたが、これがまずかったですね。心理学

的等によりますと、悲しい出来事に対しては、まずき

っちりと向き合うべきだということです。その過程を

怠ると、心に空洞ができて、大変よろしくない、という

ことです。事実、私は、以前のように勉強に打ち込むこ

とはなくなってしまいました。 

 そして、自分は、大切なものを失くしたんだな、と感

じました。それは、「人生に立ち向かう気持ち」です。

翌年も、当然また落ちまして、クラスメート達が一流

大学に合格するのを間近にして、とてつもない疎外感、

敗北感を味わいました。 

 ちょうど、この頃、母から、父が死ぬ当日の朝も、私

がプレゼントしたチープな腕時計を大切に腕に巻いて

いた様子だとか、受験に関しても、あいつだったら大

丈夫だろう、といっていたことを聞きまして、タガが

外れたんでしょうか、人間に戻ったんでしょうか、や

っと涙が流れてきました。情けねえなあ、と心底思い

ました……これ以外で、人生で私が涙を流したのは、

あくびをしたとき位しかないんですけどね。 

 浪人時代が終わると、日本に居場所がなくなった気

がして、渡米しました。ヴァージニア州です。いっそ

MITでも目指そうかと自分を鼓舞してみましたが、環境

を変えても「人生に立ち向かう気持ち」は戻ってきま

せんでした。むしろ日本から締め出されて、非常に寂

しい気分を味わいました。結局、中程度の州立大学に

入りました。金銭状況は非常に厳しくて、常に不法に

バイトばかりしていました。それでもバイト先のひと

つの日本食料品店のオーナーには大変良くしていただ

いて、帰国を切り出したときは、食料品店の２号店を

開けるから永住権を取らないか、と誘われました。あ

りがたいお話でしたが、丁重にお断りしました。もっ

たいなかったですね。一体何を考えていたのでしょう

か。 

 大学５年間、不法滞在４年間、トータル９年間のア

メリカ生活でした。 

 そして帰国してドルを両替しましたら３万円しかあ

りませんでしたので、敷金礼金を稼ぐために、即入寮

可能な仕事をしました。３ヶ月で辞める予定でしたが、

ここでもよくしてくれるひとがおりまして、結局 20年

ほどフィリピンクラブで働きました。本当に、一体、何

を考えていたのでしょうか。 

 そして、現在は、冒頭でお話させていただいたよう

に、京葉鈴木グループで働かせていただいております。

鈴木会員との出会いは、間違いなく、自分の人生に起

きた最高の出来事です。ですが、鈴木会員のような存

在に感謝を伝える時に、他のひとの感謝と差別化して

表現するのは難しいですね。まるで、男性から引く手

あまたの女性に告白してみたら、じゃあ、あなたの気

持ちは他のひととどこが違うんですか、なんて聞かれ

たみたいですね……うーん、すいません、やっぱり多

分他の人と同じです、そんな感じでしょうか。つまり

皆最大限に感謝しているのですね。 

 最近、お茶の水の予備校の合格発表の場所に行って

みました。あれから 30年以上も経ったのかと思いなが

らも、当時に戻ったような、ちょっと不思議な感覚が

ありました。そして、ハッとしました。私は、長い遠回

り経て、失ったと思っていた「人生に立ち向かう気持

ち」を、すでに取り戻しているじゃないか、と気付きま

した。これも、ロータリーの皆様とこうして大切な時

間を共有させていただいていることも、大きな要因の

ひとつであることは、間違いありません。 

 余談になりますが、私の父は 48歳でこの世を去りま

した。私は現在 53歳です。いわば父が生きられなかっ

た時間を生きているわけです。亡くなった大切なひと

は記憶のなかで生き続け、記憶のなかで会話もできま

す。ですが、記憶というものはアクセスし続けないと

薄れていくものでもあります。今回、このような機会

を頂き、自分を振り返ることで、計らずも父のことを

思い出しました。父も、久しぶりに記憶から引っ張り

出され、なおかつロータリーの皆様にまで聞いていた

だいて、喜んでいるのではないか……勝手にそう思う

ことといたします。 

 ご清聴、誠にありがとうございました。 

 
■点鐘：東京臨海 RC佐藤大輔会長 

    東京臨海北斗 RSC 坂本康朋議長 

 
 

 
当クラブ例会変更 

9 月 13 日（月）移動例会は中止・休会 

9 月 15 日（水）当初より例会は予定されてません 

9 月 22 日（水）休会（祝日週） 


